
【取組内容①】 「１授業１アウトプットの実践」

宮古島市立鏡原中学校（沖縄県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

各教科では、スライドやジャムボードなどを白紙共有し、学級全
体で共同編集を行いながら学習を進め、各自で学習中に他者
参照を行いながら生徒一人一人が自分自身で学習をアウト
プットする場面の設定を行った。

取組内容

各教科でスプレットシートやジャムボード等を活用し、生徒一人
一人がアウトプットする場面を設定した。特に振り返りをスプレッ
トシートで行う教科が多く、生徒自身で自分の学びを文章化す
ることができている。

工夫点

今まで振り返りを文章で書くことが苦手な生徒や何を書いたらいいかわからなかった生徒が、他者参照を行いながら、自分自身の言
葉で自分が学んだことや学び方に関して表現することができるようになった。また、白紙共有されていることで、「学んだことをどのように
まとめたらわかりやすいか？」などを考えながらアウトプットするので、授業中に頭をフル回転させて学習に取り組むことができている。

取組後の変容

社会 理科
スプレットシート
・一覧になっているため、他者参照がしやすい。
・プルダウンを使うこともできる。

ジャムボード
・付箋機能や画像の挿入がしやすい。
・手書きでも打ち込みでも文字入力することができる。


